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1)大野英二「ドイツ フアヅズム也社会的虐盤J W経済論叢』第105巻第4.5.6合併号. 197C年，
50-78ベ デを嘉照きれたい。
2) Quellen zu 'Bruni暗.veroffent1icht von Heinrich Mutb， in; Geschichte出 Wissenschaft
und Unterγ"icht. Bd. 14， 1963 (Quelle Nr. 1: Albrecht von Thaer. Oberst a. D. und 
Generalbevollmachtigter des Konigs von Sachsen an General von Schleicber， 13. -Marz 
1930). S. 224-226 
3) シュヲイヒャ は1930年3月18日付マイスナ Qtto Meisner宛書簡のなかで， まえからテ
アーを「冷静な，醒めた人物」として知っているからこそ，このテー アの書商を送達する旨を述
べている (Quellf'llzu Brilning-Qt肥leNr. 2: General yon Schleicher an Staatssekretar 
Dr. Meisner， 18. Marz 1930， S. 226)0 


















































4) Que11en zu BrUniηg> S_ 224f 原立のイタリック申箇所は訳士に傍点、を付したa
5) Dieter Gesner， lndustrie und Landwirtschaft 1928-1930， in: Indllsl吋elles，Systemund 
ρulituche Enhvicklung in dcγ1川町nare1"Re戸必lik，h四g.von Ha回 Momm問 n，口let由"
Petzina， -Bernd、N"eisbrod， D回se1dorf1974， S.7Tl. 
6) 中村幹瞳「ワイマー ル共和制末期における農民層の政治的動向J ~史林Jl 196C年，第3号， 56 
へーク，豊永奉子「羅色戦線とヴァイマル共和制期の農業政策J ~史林:J 1974年九第2号， 26-
27へ ジを併せて参照せよ。
7) Hors北Gies，R. WaltheγDa，γ-e und die natwncusazuUis加 cheBauernρ>olitik in den 
Jahren 1930 bis 1933 CInaugural-Dissertation)， Frankfurt 8. M. '1966. S. 32 
4 (4) 第115巷第1・2号
民社会主義 Fイツ労働者党の農村佳民および農業に対する立場についての党公
式声明J(Parte日 ntlicheKundgebung ub目 dieStellu珂 derN. S. D. A. P.四回
Landvolk und zur Landwirtschaft)にかんして考察を試みてみたく思う九
11 




が， ιの農業綱領の内容そのものについ℃は r以前にユンカ やそり組織に
よって繰り返えし主張されていなかったもりは，ほとんどなにもなかったJ~)e:. 














暫定綱領から不可変鯛闇 J~画洋史学』第93号， 1974年， 1-22へージおよび同「ナチ党綱領
の歴史〔下〕一党綱領と経済界一J~箇洋史学』第94号， 1974生. 1-2主ベー タが包括的な検討を試
みている。
9) Alexander Gerschenkron， Bread and Democracy 凹 Ga明 .any，Berkeley .and Los-
Angeles 1943， p.146 
10) Paul Merker， Deutschla拍手品inoder Nicht Sein? L Band Von Weimar zu Hitler~ 
Mexico 1944， S.205 




ィリケンス WernerWillikensおよびミュ yへY全国指導部 Reichsleitung
in Munchenにおける党農業専門家ヒムラー HeinuchHimmlerの協力を得
て，起草したものと目されている叫。この農業綱領が発表されて間もなく， 5月
以降，農業専門家タレ RichardWalther Darreによるナチ党農政組織 Der









つまりユダヤ主義的なイ Y タ ナジョナリズムが支西日するず主ノレサイユ休制に
編み込まれたものとして，ヴァイマノレ共和制に対して反ユダヤ主義的な;5'ウル
11) H. Gies.ゆ cit. S. 32 f プロックはこの農業綱領が主位ダレによって起草されたものと叙
述しているが (CharlesBloch， Die SA und die Kri.se des NS-Regimes， Frankfurt a. M 
19叩.S. 25)，ギ ァ、によれば，ダレは起草に参加していなかった。 しかし，〆レの193C年3月
16日付ツィー グラ Dr. Ziegler宛書簡では，次りように記されている。「特別の関心をもって
私は最近『ソエルキツシャーベォァアハタ 』輯Cナテ党り党公式り農業綱領を読みました。私
はそれに 語一語賛成です」と(H.Gies， o.ρ cit.， S.35 An乱入
12) H. Gies， 0ρcit.， S.35 f 
13) Ib低， S. 89 
14) Gottfried Feder， D.田 Programmder N. S. D. A. P. und seine tveltanschaulichen 
Grun晶ぜdan是円7，Nationalsozialistische Bibliothek/HeJt '.Muncher主 ]932，S. 6 
15) 反ユダヤ主義の問題については，なかんずく， 1873年恐慌にはじまる19世紀末「大不況」期に
おける社会的風潮の変化にとも怠って高まってくる反九ダヤ主義の潮流と関連させて考聾さるべ
きであり，この点にかんしてはまず HansRosenberg， Grosse Depression und Bisn回 rckzeit，
Berlin 1967， S.88-1ユ7(Moderner Antisen世田nusund vorf醐 chistischeStro皿 unsen)を参
照せよ。






















もなし利子奴隷制の打破 Brechungd~r Zinsknechtschaftは， 1920年 2月
25日にミュンヘンのホーフブロイハウス・フェ月トザーノレで発表された「国民
社会主義ドイツ労働者党綱領J(Prog日 mmder . Nationalsozialistischen Deutschen 
16) G. Feder， op. cit.， S.7 原文で g.esperrtの箇所は訳文に樟点を付Lた。以下同じ.
17) Ibid.. S. 7 
18) lbid.， S.7 
ナチス白農業綱領 ( 7) 7 
A，b目terpartei)において特に強調されたところであるが19)，いま農民問題との関






















19) lbid.， S.20 
20) Karl D且etrichBra.ιher， Die Auj{osunr; d.er We四日rerRe出品lik.2. Auflage Stuttgart-
Di.sseldoTI 1957， S.168 
21) R日 nhardKuhnl， Die nationalsozialistische Linke 1925-1930， Meisenheiln am GIan 
1966， S， 81 
22) ，G. Feder， op. cit. S. 8 







1923年秋，ヒトラ一一段の直前にフェ タ Gottfried Federによって執筆さ
れた「届民社会主義ドイツ労働者党の国家および経済綱領J(Das Staats二u:nd
















23) Ibid.， S.9 
24) Ibid.， S. 35 なお， この点、に関連して，栗原優「ナチ党綱領の歴史〔上)J前掲， 9-11ベー ジ
にお付るいわゆるフヱー ダー 綱領にかんする叙述を毒照せよg
25) G. Feder， op. cit.， S.35 
26) R. Kuhnl， ot. cit.， S.211 
























(司 キュー ンノレは， ζの「声明」はなによりもまず， ヒトラーら党指導部の
27) G. Feder， op. cit.， S.20f 
28) R. Kuhnl. op. cit.， S.64 
29) G. Feder， op. cit.， S.21 
30) Ibid.， S. 5 
10 (10) 第 115巻第1・2号
シュトラヅ十一兄弟 Gregoru. O~to Straserらナチ左派の危険な解釈を阻止
しようとする努力と理解する叩。
1925年 9月10日の北=一西部ドイツ大管区共同体 Arbeitsgemeinschaftder 


















31) R. Kuhnl. 0ρ cit. S. 80 
32) V gL Zur Programmatik der nationalsozialistischen Linken: Das Strasser-PrograIllffi 
von 1925/26 (R. K出nl)，回目:erte/Jahreshej'te.;市rZ~it:gew:hichtp.. 14. Jahrgang 1966 
3. Heft， S.324 f.シュトラッサ 綱領草案は，グレゴー ノレ・シι トラッサー の構想が軸となっ
ており，その経済や金融の和田にわたる内容からみて，主に経済学者オγト シーι トヲ γサ
が作成したものと，キュー ソルは推定してし、る (Ibid.，S. 32Qfー)。
33) lbid.. S. 327 
34) R. Kuhnl， op. cit.， S. 80 
35) C. Bloch. op. cit.， S. 25 
























36) H. li-ies. ot. czt.， S.25 u. 28 
37) Heinrich August Winkler， Mtttelstandsbewegung oder Volkspartei? Zui sozialen B品"
der NSDAP， Referatmanuskript (30. Versarnmlung Deutscber Historiker皿 B四unsch
we，日 Oktober1974; Sektion 5 Zu.r品zialgeschichte品sFasc;;ismus: D，日1tschland
und ltali臼 'lI1n Vergleich)， S.5 




























38) G. Feder. ot. cit.. S.，9 













によって規制さるべきである」と叙述されてレる (G.Fcdc:r:，噌 cit.，S. 9λ 
40) G. Feder， o.ムe，ム S. 1肌
41) 第1/>(世界大戦佳，ポーランドの土地位草をはじめ東欧諸国甲土地政草が展開され，そうした
新たな国際的環境のなかで東部植民が需眉の問題となっている点について，プロイセンの植民専









べきであろう CFriedrichMartin Fiederlein， Der時 utscheOsten und die R4晴如'"Ungen
Bruning， F坤 en，Sch/，旨icher，Inaugural-DissertationWurzburg 19田， S. 271 なお，田辺勝
正『戦後欧州に於ける土地制度改革史論』協調会1935年.256ページ以下を参照せよL







形態¢植民が掲げられていた (Vgl. Hans Kruger und Fritz旦aade，Soz日ldenwkれ-atische






















植民を，早急に完遂することが焦眉の問題である ζとを指示している CRudolfLantzsch， Die 
A.grarpolitik der Deutschen Demokratischen Pat世 i，Berlin 1928， S.55f.)巴
42) Walther Scheunemann， Der Nationalsozialismus οuellenkritische Stud，回lsezneγ 
Staaぉ undWirtschaftsauffassung， Berlin 1931， S.105 
43) Adolf von Batocki， Die Industriearmut des deutschen口stensund ihre Fo¥gen fur die 
SledJung， in; Siedll.出~g und Wirtscl.叫ift，lahrgang 13. 1932， S.250 
44) lbid.， S.250 原文の gesperrtOJ叙述を訳文では傍点であらわした。
45) Adolf von Batodζi und Gerhard Sc.ha.r.k. Bevolken印:gund~目的chaft in Osttr，叫 ifien.
]ena 1929， 5.1加 なお，関口尚志「ドイツ革命とファシズムJWi経済学論集』第34哲第2号，
1968年， 51-52ペ ヅおよび同「ヴァイマノレ二ナチス醐の『地域開発』構想J.大野英三住荘一
彦諸国実編『ドイツ資本主義の史的構造』有斐閣1972年I 410-414ヘー ジを参照せよ。
46) F. M. Fiederle皿 ，op. cit.， S.283; V gl. Gerhard Schulz， Staatliche S凶tZllng:，;市aßnahm~n
in den deutschen Ostgebieten， in: Staat， Wirτscha.舟 undPolitik in d!町一耳屯nmarer
Refrublik. Festschrift ，fur Heinrich Briining， hrR.g'_ von F_ A_ Hf'rfit>ns und Th.ε000' 
Schieder， Berlin 1967， S. 168f 














リヒ Her皿 annDietrichも， 農村や小都市の静誼な世界を維持した， 均衡の
とれた社会秩序の表象がヴュノレテ γベノレクの社会経済構造のうちに実現iされて
いるものと考え亡， ζれをドイツ全体へ移甘 ζ とを望んだ5九しかし，こ乙ロ
提示される京二ノLAELニノLヲ手ニミノv?という問題を解決する前提条件も， や
』まり， エノレペ川以東の土地所有関係の変革でありた到。
47) Vgl. A. V. Batockl， 0.ρ cit.， S.251 
48) G. Feder，ゆ cit.，S. 10 傍点はヨ阿者。
49) Vgl. W. Scheunemann， ot. cit.， S.106 
50) F. M. Flederlem，' 0_ρ. cit.， S. 272 f 
51) Idid.， S.298 
52) グァイマノレ共和制r:の東こすノレベのユゾカ 的ヰ地所有の解体制向と内地植民政策との関随につ
いて，北条功「ワイマル期のドイツにおける国同植民」川島武宜松田智雄編『国民経由の諸類
型』岩直書Ji51968年， 537-567ベー シを参同せよ. なお，そのばあい， ドイツ社会民主党が1918
年11月13日白プロイセン政府布告にもとづいて要求してきた閣地区域Gutsbezirkeの解体が1927
年12月27日の法骨にもとづいて実施されることになった点lこ止目すべきであろう (Vgl. "Die 
Gutsbezirke verschwinden 1 Ein Erfolg der preusischen Reiuerung.-Zusammenbruch der 
Obstruktion der Rechten hu Landtag.!<， in: Voπ:var官 vom.13， Dezember 1927)。 この領
地区域の解体り歴吏的意義の評価については HansRosenberg， Die Pseudodemokratisierung 
der Rittergutsbesitzerklass巴， in: H. Rosenberg， P.robleme der deutschen晶zialgeschichte，
16 (16) 第 115巻第1.2号





















Frankfurt a. M. 1969. S. 19の見解が傾賦に値するように恩われる〔大野英三「ドイツ資本主
義町歴史的段階JW土地制度史学』第46号， 1970年， 53-54ページを毒照されたい)。 グュノレテγ
ベルグの産業構造については，松田智雄『ドイツ賢本主葺の基礎研究一ーヴュルテンベルク王国
の産業発展ヶー叫岩法曹居1967-年， 187へ ジ以下を重参照せよa
53) G. Feder， op. cit.， S.10 
54) lb副， S. lOf 綱領の叙述。要約において，傍点を付した箇所は原文の gesperrtによる強調
;三1丈ミカミっt"，
55) H.. Gies， op. eit.， S.139. 傍点は号開者.






















なかんずし 1931年 1月末に約490万人， 1932年 1月末に約640万人に達した失
56) Ibid.， S. 139 
57) G. Feder. op. cit.， S. 1 
58) Ibld.， S.12 
59) Fお1.Fiederlein， 0ρcit.， S.145 







想を提示しており町，東部救済全国委員 Reichskommissarfur Osthilfe ~シュ






60) Deutsche Wirtschaftskunde. bearbeitet im Statistis品目1Reichsamt， Berlin 1933， S.295 
61) 大島通聾「雇用創出政草昭成立J，三国学会雑誌』第67:巻第2.3-号， 1974年"， 15-44へ ジを書
照せよ。
62) 木谷勤「プリューニ γクの内地植民政策とその失脚JH叫『史学雑誌』第75編第12号， 1966 







り約2，000マルグ， したがって10万戸の計画全体について約2億マルクを計上した. テイ トリ
ヒはベルりン，ルール地方およびザクセン白工業中心地の周辺においてこの都市近郊4、植民を実
施することを予定した (F.M. Fied町 lein，o，ρcit.，S. 306 fλ 
64) F. M. Fiederlein， o.ρcit.， S.314 
日) lbid.， S.314 毛色より，東部植民と労働振興との綜合の構想といっても一義的に明確なもの
ではなしなかんずし東部植民をどりように推進するかをめぐって多様な形態が存在し得たが，
この構想。基礎には総じて当面する失業を構造的失業 StruktualleAIl回 tslosigktitとして捉














済緊急綱領J (Wirtscl由 lichesSofortprogramm der N. S. D. A. P.)においてたち








して，レプケ WilhelmRopkeやパ デは否定的な評価を提示した (F:M. Fiedeτlein，ゅ






状態が回d宣すれば， 農業労働岩のみでた〈農民の家族水離村に担えられるであろう， と (Fritz
Baade， Die Zukunft der 1叩 dwirtschaftlichenSiedlung， in: Die Gιsellschaft， IX. Jahrgang 
NI. 6， 1932， S. 489-501)内 こうしで. r農業危機がたまたま途方もなレ全般的恐慌や数百万人
の大量失業と重なり合わなかったとすれば，植民にかんする決定はまったく 義的に否定的な結








66) Arbeit imd Brot! Reichstagsrede des nat.=soz. Abg. Gregor Straser am 10. Mai 1932， 
Kampfschrift Heft 12， Munchen 1932， 31 S 大野英二「ヒルヲァーディングとジュトラッサ
J ~経済論議』第105巻第1 ・ 2 ・ 3合併号， 1970午.90-95ヘ ヅを参照されたい。
67) W師 '$chaftlichesSofo同~þrogramm-der. N. S. D. A. P.， ausgearbeitet von cler Hauptab 
出 lungIV (Wirtschaft) der Reichsorganisationslcitung dcr N. S. D. A.， P.， Kampfschrift 
16. Munchen 1932. S. 2 
20 (剖〕 第 115巻第1・2号
し伺"私もそのように叙述したことがあるカ~69) 緊急綱領はむしろその扉の下



















(8) Vgl.G百 'hardKroll， Von品γWelt町出schaftskrise四 rStaa叫 onjunktu1"，Berlin 1958.-
S.426古 グロルは， グレゴーノレ ジェトラッサー がフリ トレンダー =プνヒトノレ Robert
FTledlaender~Prechtl 0)労冊振興政策の構想かb彫響をうけたものと，推定しているロ
69) 大野英二『経済学史』所収前掲論文， 1臼 157ぺ 守口
70) V gl. Gerhard Sょhulz.Die Anfange des totalitaren Masnahmenstaates， in: Karl D.ietrich 
Bracher・WolfgangSauer・GerhardSchulz， Die natwnalsoz叫 listische1¥.晶chte弔問的ung.-
Studien zur ErTichtung des totaJitaren Herrichaftssystems i:n D回出chland1933/34 .
Koln und Oph~n' 1962. S岨1Anm 栗原優『ナヰ党綱領の歴史〔下)J前掲， 12-13へ 判。
71) WirtscJ同ftlichesβofi日-trogra刑間企rN. S. D. A. P.. S. 6 
72) Ibid.， S.7 原土ゴジッタの箇所は訳文に時点を付したι 以下同じ。
73) Ibid.， S.81 

























'(4) G. Kroll， op. ct:.， S.-456 
75) H. Gies， 0.ρcit. S; 58 





ノレ. (c) 開墾し得る沼地面積190万へグ F ノーレ， 何) 開墾し得る荒地面積60方


















77) IbUi. S. 10 
78) Ibid.， S. 10-13 




自動車道路の建設を前面に押し崩した (Vgl. Wilhelm Grotkopp， Die gt;Osse Krise， Dussel 
dorf 1954， S.282; G. Kroll， op. cit.， S.461)。






















81) WirtschaJtliches品。ifortprogγ師 1mder N. S. D. A. P. S. 10. 28 
82) Arbeit und Brot!， S.19 











たの 1974.9.1端， 1975.2. 1改稿一一
# 小論は昭和49年度文部省科学研究費総合研究「ドイツ資本主義の類型と経済政策」
の研究U成果D一部である。
86) lbid.， S.28. 
